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　平成29年度の一般会計予算は、総額120億300万円（対前年度比2.5％の減）、
全会計の予算総額は、238億6,100万円（対前年度比1.2％の減）です。

限られた財源の中、子育てや健康、福祉、教育といった町民生活に密着した分野の新規事業や事業の拡充を
進めるとともに、人口減少対策や町の活性化など地方創生の取り組みを積極的に推進します。

財政課財政班☎（内線）3292

一般会計予算の内訳

予算の推移 各会計予算規模

225億700万円

120億800万円

繰入金
1 億 5,795 万円（1.3）

議会費
1 億 6,734 万円（1.4）

予備費
6,000 万円（0.5）

諸支出金
6,000 万円（0.5）

公債費
6 億 4,877 万円（5.4）

災害復旧費
123 万円（0.0）
教育費
13 億 9,032 万円

（11.6）
消防費
7 億 3,350 万円

（6.1）

土木費
13 億 4,832 万円

（11.2）

商工費
3 億 2,351万円

（2.7）
農林水産業費
1 億 8,964 万円（1.6）
衛生費
12 億 5,243 万円（10.4）

総務費
14 億 2,439 万円

（11.9）

自主財源 86 億 6,297 万円（72.2）依存財源 33 億 4,003 万円（27.8）
その他の依存財源
1 億 8,501万円（1.4）
地方譲与税
1 億 1,500 万円（1.0）

地方消費税交付金
7 億 6,800 万円（6.4）
町債
4 億 8,810 万円

（4.1）
県支出金
7 億 5,635 万円

（6.3）

国庫支出金
10 億 2,757 万円

（8.6）

諸収入
4 億 897 万円（3.4）

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金
繰越金
6 億 6,465 万円

（5.6）

町税
74 億 3,140 万円

（61.9）

225億5,800万円

120 億1,200万円

予算総額 一般会計予算額

227億900万円

119億8,700万円

241億5,400万円

123億800万円

236億4,300万円

117億4,400万円

238億6,100万円

120億300万円

歳入
120億300万円

平成 29年度 予算のあらまし
特 集

予算総額238億6,100万円

民生費
44 億 355 万円

（36.7）

120億300万円
歳出

※（　）内は％を示す

予算額会計名 前年度との
比較増減率構成比

－2.5％50.3％120億 300万円一 般 会 計
国 民 健 康 保 険

特
別
会
計

後期高齢者医療
介 護 保 険
下 水 道 事 業

小　計
水 道 事 業企業会計
合　計

65億 1,000万円

－ 5.2％5.4％12億 8,700万円

1.9％27.3％

0.2％45.7％109億 1,000万円

0.2％1.7％4億 600万円

－1.5％4.0％9億 4,800万円

－1.0％11.3％27億 700万円

－1.2％100.0％238億 6,100万円
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中
学
３
年
生
ま
で
の
入
院
・
通
院
医
療
費

の
自
己
負
担
分
を
全
額
助
成
。（
所
得
制
限
な

し
）

　
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
第
１
子
３
万
円
、
第
２
子
５
万
円
、

第
３
子
以
後
７
万
円
を
支
給
。

　
1
歳
児
未
満
を
対
象
に
、
町
内
の
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
で
育
児
用
品
を
購
入
で
き
る
助
成

券
（
最
大
年
額
４
万
２
千
円
分
）
を
支
給
。

　
来
庁
者
の
利
便
性
向
上
と
障
が
い
者
の
雇

用
を
促
進
。

の
参
加
な
ど
に
よ
り
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、

抽
選
で
景
品
と
交
換
。

　

レ
ン
タ
ル
方
式
に
よ
り
、
音
楽
療
養
メ

ニ
ュ
ー
を
搭
載
し
た
通
信
カ
ラ
オ
ケ
設
備
に

更
新
。

　
「
か
み
か
み
１
０
０
歳
体
操
」
を
導
入
し
、

介
護
予
防
の
普
及
啓
発
活
動
を
推
進
。「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
体
制
構
築
に
向
け
、

在
宅
医
療
・
介
護
連

携
推
進
事
業
を
推
進
。

　
生
後
６
カ
月
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
乳

幼
児
・
児
童
を
対
象
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

の
一
部
を
助
成
。

　
世
帯
所
得
６
０
０
万
円
未
満
の
世
帯
を
対

象
に
、
新
居
の
購
入
費
、
家
賃
、
引
っ
越
し

費
用
の
一
部
を
助
成
。

　
中
津
南
保
育
園
に
続
き
、
高
峰
・
春
日
台

保
育
園
の
０
歳
～
１
歳
児
ク
ラ
ス
の
定
員
枠

を
拡
大
。

　

対
象
学
年
を
小
学
６
年
生
ま
で
拡
大
し
、

児
童
の
健
全
育
成
を
推
進
。

　
受
診
者
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、
集
団
検

診
か
ら
医
療
機
関
で
の
個
別
検
診
に
変
更
。

　
日
本
郵
便(

株)

の
「
み
ま
も
り
タ
ブ
レ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
」
を
活
用
し
、
春
日
台
区
で
モ

デ
ル
事
業
を
実
施
。

　
シ
ニ
ア
世
代
向
け
に「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
」「
タ

ブ
レ
ッ
ト
教
室
」
な
ど
の
講
座
を
開
催
。

　
健
康
診
断
な
ど
の
受
診
や
、
健
康
・
食
育

に
関
す
る
講
座
の
受
講
、
健
康
イ
ベ
ン
ト
へ

　
小
学
校
の
給
食
調
理
室
を
活
用
し
た
、
中

学
校
給
食
の「
学
校
給
食
親
子
方
式
」を
研
究
。

　
Ｊ
Ａ
県
央
愛
川
と
提
携
し
、
給
食
に
町
内

産
の
「
愛
ち
ゃ
ん
米
」
を
使
用
。

　
養
育
環
境
に
課
題
を
抱
え
る
世
帯
の
小
学

３
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
児
童
・
生

徒
へ
、
学
習
支
援
や
居
場
所
の
提
供
を
行
い
、

子
育
て
環
境
の
整
備
を
推
進
。

　子
育
て
支
援
の
取
り
組
み

　健
康
づ
く
り
と
福
祉
、
高
齢
者
支
援
の
取
り
組
み

　人
づ
く
り
の
た
め
の
教
育
施
策
の
推
進

　
愛
川
中
学
校
区
で
は
、
県
指
定
の
「
小
中

一
貫
教
育
推
進
モ
デ
ル
校
」
と
し
て
、
小
中

学
校
が
相
互
に
乗
り
入
れ
授
業
を
実
施
。
愛

川
中
原
中
学
校
区
で
は
、
県
指
定
の
「
か
な

が
わ
学
び
づ
く
り
推
進
地
域
」
と
し
て
、
授

業
の
改
善
や
教
員
の
指
導
力
向
上
を
図
る
。

　
愛
川
東
中
学
校
区
で
は
、
町
の
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
、
学
校
、
地
域
、

保
護
者
と
共
に
学
校
づ
く
り
を
推
進
。

 は新規事業、 　  は拡大事業、 　  は改善事業

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
助
成

口こ
う

腔く
う

が
ん
個
別
検
診

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等

見
守
り
サ
ポ
ー
ト
モ
デ
ル
事
業

学
校
給
食
親
子
方
式
の

研
究
と
地
産
地
消
の
推
進

学
習
支
援

「
土
曜
寺
子
屋
」事
業

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
支
援
事
業

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入

福
祉
セ
ン
タ
ー
に

売
店「
希
望
」（
の
ぞ
み
）を
設
置

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

４
施
設
に
通
信
カ
ラ
オ
ケ
を
導
入

介
護
予
防
事
業
の
拡
充
・

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

小
児
医
療
費
の
助
成

（
中
学
３
年
生
ま
で
）

出
産
祝
い
金
の
支
給

子
育
て
応
援

赤
ち
ゃ
ん
育
児
用
品
購
入
費
助
成

新
婚
生
活
支
援
事
業

待
機
児
童
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

対
象
学
年
を
引
き
上
げ

小
中
一
貫
教
育
推
進

モ
デ
ル
校
事
業
ほ
か
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　活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
学
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
中
学
校
に
大

型
テ
レ
ビ
、
小
中
学
校
に
携
帯
端
末
を
導
入
。

　
特
別
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
に

柔
軟
な
支
援
を
行
う
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
サ

ポ
ー
タ
ー
を
派
遣
。

　
若
き
音
楽
家
た
ち
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

演
奏
会
を
５
月
27
日
（
土
）
に
開
催
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自

慢
」
の
公
開
収
録
を
、
平
成
30
年
１
月
26
日

（
金
）
に
文
化
会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
。

　
旧
坂
本
プ
ー
ル
跡
地
に
坂
本
児
童
館
を
建

設
。

　
夜
間
に
宮
ヶ
瀬
ダ
ム
の
観
光
放
流
を
行
う

「
宮
ヶ
瀬
ダ
ム
ナ
イ
ト
放
流
」
を
10
月
28
日

（
土
）
に
実
施
。

　
中
津
川
沿
い
と
三
増
合
戦
場
周
辺
に
２
つ

の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
新
設
。

　
空
き
店
舗
を
起
業
の
拠
点
と
す
る
場
合
の
、

内
装
・
改
築
経
費
へ
の
補
助
を
増
額
す
る
と

と
も
に
、
起
業
支
援
の
対
象
業
種
を
追
加
。

　
平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
「
半
原
地
域
に

お
け
る
観
光
・
産
業
連
携
拠
点
づ
く
り
構
想
」

に
基
づ
き
、
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
。

　

認
定
事
業
者

と
の
連
携
を
深

め
、
ブ
ラ
ン
ド
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
や
販
売
促
進
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
た
情
報
発
信

に
努
め
る
。

　
立
科
町
の
町
民
ま
つ
り
「
立
科
え
ん
で
こ
」

へ
、
町
の
観
光
親
善
大
使
「
よ
さ
こ
い
ダ
ン

ス
チ
ー
ム
『
フ
ァ
ニ
ー
』」
を
派
遣
す
る
ほ
か
、

引
き
続
き
「
交
流
バ
ス
ツ
ア
ー
」
や
「
宿
泊

施
設
利
用
助
成
」
を
実
施
。

　
小
学
３・４
年
生
を
対
象
と
し
た
、
放
課
後

学
習
「
あ
す
な
ろ
教
室
」
の
講
師
を
増
員
し
、

学
習
環
境
を
充
実
。

　

小
学
校
に
専
任
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
（
臨
床
心
理
士
）
を
配
置
。（
中
学
校
に

は
引
き
続
き
配
置
）

　
高
等
学
校
な
ど
へ
の
バ
ス
通
学
費
や
自
転

車
購
入
費
、
入
学
準
備
金
を
助
成
。
高
等
学

校
や
大
学
な
ど
へ
の
就
学
に
際
し
、
町
内
の

金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
た
、
教
育
資
金
の

利
子
に
対
す
る
助
成
を
実
施
。

　
12
月
17
日
（
日
）
に
、
文
化
会
館
ホ
ー
ル

で
「
若
者
た
ち
の
音
楽
祭
３
」
を
開
催
。

宮
ヶ
瀬
ダ
ム
ナ
イ
ト
放
流

半
原
地
域
に
お
け
る

観
光
・
産
業
連
携
拠
点
づ
く
り

愛
川
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業

友
好
都
市
交
流
事
業
の
促
進

起
業
支
援
・

店
舗
再
活
性
化
事
業
補
助
金

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
新
設

有
害
鳥
獣
対
策

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

歌
番
組
公
開
収
録

第
１
号
公
園
体
育
館

バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
更
新

半
原
小
学
校
屋
外
ト
イ
レ

建
て
替
え
工
事

坂
本
児
童
館
の
建
設

放
課
後
学
習「
あ
す
な
ろ
教
室
」

小
学
校
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
を
配
置

高
等
学
校
な
ど
へ
の

就
学
に
対
す
る
助
成

若
者
た
ち
の
音
楽
祭

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事
業

小
中
学
校
に
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

サ
ポ
ー
タ
ー
を
派
遣

熊
坂
児
童
館

耐
震
補
強
工
事
実
施
設
計

古
民
家
山
十
邸

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
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　安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　移
住
・
定
住
に
向
け
た
取
り
組
み

　行
財
政
運
営
の
効
率
化
を
推
進

平成 29年度 予算のあらまし

　
収
集
所
へ
ご
み
を
出
す
こ
と
が
困
難
な
世

帯
を
対
象
に
、
見
守
り
を
兼
ね
て
戸
別
収
集

を
実
施
。

　
購
入
時
に
助
成
額
を
差
し
引
い
た
額
で
購

　
町
の
魅
力
を
網
羅
し
、
町
の
観
光
が
疑
似

体
験
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
サ
イ
ト
を

構
築
。

　
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
映

　
利
用
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
た
見
直
し
を
行

い
、
10
月
１
日
（
日
）
か
ら
半
原
・
中
津
公

民
館
に
統
合
。

　
浄
化
槽
に
係
る
手
数
料
と
一
般
廃
棄
物
処

理
業
許
可
申
請
等
手
数
料
を
、
近
隣
市
町
村

と
の
比
較
や
受
益
者
負
担
の
原
則
に
照
ら
し

合
わ
せ
改
定
。

入
で
き
る
販
売
方
法
に
改
善
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
公
共
施
設
へ
設
置
。

　
空
き
家
の
有
効
活
用
や
定
住
促
進
を
図
る

た
め
、
引
き
続
き
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
G
I
S（
地
理
情
報
シ
ス

テ
ム
）を
活
用
し
た「
空
き
家
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

を
新
た
に
構
築
。

像
や
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
の
コ
ン
テ
ス
ト
を

実
施
し
、
優
秀
作
品
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
に
活
用
。

　
三
世
代
世
帯
が
町
内
で
同
居
す
る
場
合
の

住
宅
取
得
・
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
助
成
を
、
町

内
転
居
者
に
も
拡
大
し
、
定
住
を
促
進
。

お
け
る
観
光
・
産
業
連
携
拠
点
づ
く
り
構
想
」

に
基
づ
き
、
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
。

　

認
定
事
業
者

と
の
連
携
を
深

め
、
ブ
ラ
ン
ド
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
や
販
売
促
進
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
た
情
報
発
信

に
努
め
る
。

　
立
科
町
の
町
民
ま
つ
り
「
立
科
え
ん
で
こ
」

へ
、
町
の
観
光
親
善
大
使
「
よ
さ
こ
い
ダ
ン

ス
チ
ー
ム
『
フ
ァ
ニ
ー
』」
を
派
遣
す
る
ほ
か
、

引
き
続
き
「
交
流
バ
ス
ツ
ア
ー
」
や
「
宿
泊

施
設
利
用
助
成
」
を
実
施
。

　
「
小
学
生
と
の
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」「
中

学
生
へ
の
町
長
特
別
授
業
」「
ふ
れ
あ
い
フ
ァ

ミ
リ
ア
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」「
子
育
て
中
の
親
と

町
長
と
の
懇
談
会
」
を
開
催
。

　
県
立
愛
川
高
等
学
校
に
生
徒
で
構
成
す
る

「
愛
川
高
校
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ガ
ー
ド
ク
ラ
ブ
」
を

設
置
し
、
防
災
意
識
の
高
揚
と
人
材
育
成
を

図
る
。

　
第
２
分
団
第
１
部
と
第
３
分
団
第
２
部
の

消
防
団
車
両
を
更
新
。

　
75
歳
以
上
の
運
転
免
許
証
返
納
者
を
対
象

に
、
か
な
ち
ゃ
ん
手
形
１
年
券
と
町
内
循
環

バ
ス
回
数
券
50
枚
を
交
付
。

　

ヤ
マ
ト
運
輸
（
株
）
厚
木
主
管
支
店
と
、

災
害
時
に
お
け
る
物
資
輸
送
な
ど
に
関
す
る

協
定
を
締
結
。

　
広
域
避
難
場
所
に
防
災
備
蓄
食
糧
や
物
品
・

設
備
な
ど
を
配
置
す
る
ほ
か
、
土
砂
災
害
・

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
改
訂
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
す
る
ほ
か
、
子
供
の
見
守
り
活
動
を
自
主

的
に
行
っ
て
い
る
団
体
へ
安
全
ベ
ス
ト
を
貸

し
出
し
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
を
確
保
。

　
農
地
の
遊
休
・
荒
廃
化
に
対
応
す
る
た
め
、

新
規
就
農
者
へ
の
支
援
の
ほ
か
、
農
地
の
持

つ
機
能
の
保
全
に
関
す
る
活
動
な
ど
の
各
種

農
業
振
興
事
業
へ
助
成
。

ご
み
出
し
困
難
者

戸
別
収
集
事
業

移
住
定
住
促
進
ス
マ
ホ
サ
イ
ト

「
ポ
ケ
ッ
ト
に
愛
川
」を
制
作

半
原
・
中
津
出
張
所
の
見
直
し

し
尿
処
理
手
数
料
な
ど
の
改
定

動
画
コ
ン
テ
ス
ト「
あ
い
か
わ

レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
」の
実
施

生
ご
み
処
理
器

「
愛
川
キ
エ
ー
ロ
」の
普
及
促
進

空
き
家
対
策
の
推
進

三
世
代
同
居
定
住
支
援
事
業

各
種
懇
談
会
を
開
催

農
業
振
興
へ
の
取
り
組
み

大
規
模
災
害
に
対
す
る
備
え

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

対
策
事
業
の
実
施

愛
川
高
校
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ガ
ー
ド

ク
ラ
ブ
の
設
置

消
防
団
第
３
分
団
第
２
部

器
具
舎
建
て
替
え
実
施
設
計

高
齢
者
運
転
免
許

自
主
返
納
支
援
事
業

災
害
時
協
力
体
制
の
構
築

消
防
団
車
両
の
更
新

消
防
署
本
署
の

高
規
格
救
急
車
を
更
新
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視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
に
、
大
活
字
本

の
購
入
費
を
助
成
し
ま
す
。
大
活
字
本
と

は
、
弱
視
の
方
に
も
読
み
や
す
い
よ
う
に
、

文
字
の
大
き
さ
や
行
間
隔
を
調
整
し
、
大

き
な
活
字
（
12
～
22
ポ
イ
ン
ト
）
で
印
刷

さ
れ
て
い
る
本
で
す
。
町
図
書
館
で
も
所

蔵
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◎
対
象　
大
活
字
本
に
よ
り
、
文
字
な
ど

　
扶
養
親
族
や
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
が

あ
る
方
は
、
基
準
と
な
る
所
得
が
異
な
り

ま
す
。

◎
対
象
と
な
る
学
校

　
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
（
修
業
年
限
が
１
年
以
上
の
課
程
に

在
籍
し
て
い
る
こ
と
。
私
立
の
場
合
は
都

道
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け
た
学
校
で
あ

る
こ
と
）、
一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分

校
な
ど
で
、
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信

課
程
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
申
請
場
所

　
厚
木
年
金
事
務
所
ま
た
は
町
国
保
年
金
課

（
在
学
中
の
学
校
が
学
生
納
付
特
例
事
務

法
人
の
指
定
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
学

校
で
も
申
請
で
き
ま
す
）

　
国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
い
と
き

や
失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
、
保

険
料
の
免
除
や
一
部
納
付
、
ま
た
は
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

学
生
の
た
め
保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
場

合
に
、
学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
、
在
学
中
の
保
険
料
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予

が
受
け
ら
れ
る
期
間
は
、
申
請
時
点
の
２

　
原
動
機
付
自
転
車
な
ど
の
新
規
登
録
や

廃
車
、
車
体
の
譲
渡
に
伴
う
名
義
変
更
な

ど
の
手
続
き
は
、
こ
れ
ま
で
住
民
課
で
受

け
付
け
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
税
務

課
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

・
排
気
量
が
１
２
５
㏄
以
下
の
原
動
機
付

自
転
車

を
読
む
こ
と
が
可
能
に
な
る
視
覚
障
が
い

児
・
者

◎
助
成
額　
購
入
費
の
10
分
の
9
を
助
成

し
ま
す
（
限
度
額
は
１
人
当
た
り
年
間

6
万
円
）

◎
申
請
方
法　
福
祉
支
援
課
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
平
成
29
年
度
の
申
請
期
間

　
平
成
29
年
度
分
の
申
請
は
、
４
月
３
日

（
月
）
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　
申
請
が
遅
れ
、
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
年
度
途
中
で
20
歳
に
な
る
方

は
、
そ
の
前
日
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

◎
承
認
期
間

　
平
成
29
年
度
分
は
、
平
成
29
年
４
月
分
か

ら
平
成
30
年
３
月
分
ま
で
の
１
年
間
で
す
。

◎
必
要
書
類

　
年
金
手
帳
。
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生

証
（
写
し
可
）。

　
代
理
人
が
手
続
き
を
行
う
場
合
は
、
本

人
の
委
任
状
と
印
鑑
、
代
理
人
の
身
分
証

明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

年
１
カ
月
前
の
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。
例

え
ば
、
平
成
29
年
４
月
に
申
請
を
す
る
場

合
は
、
平
成
27
年
３
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
希
望
す
る
方
は
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
対
象
者

　
前
年
所
得
が
１
１
８
万
円
以
下
の
国
民

年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
学
生
。

・
排
気
量
が
20
㏄
超
、
50
㏄
以
下
で
３
輪

以
上
の
原
動
機
付
自
転
車
（
ミ
ニ
カ
ー
）

・
最
高
速
度
が
時
速
15
㎞
以
下
の
小
型
特

殊
自
動
車
（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）

・
最
高
速
度
が
時
速
35
㎞
以
下
の
農
耕
用

小
型
特
殊
自
動
車
（
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
）

  

町
で
手
続
き
で
き
る
車
両

  

学
生
納
付
特
例
の
申
請
に
つ
い
て

助成

年金 手続き

大
活
字
本
の
購
入
費
を
助
成
し
ま
す

ご
存
じ
で
す
か　
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
制
度

受
付
窓
口
が
変
更
と
な
り
ま
す

原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自
動
車
の
手
続
き

福
祉
支
援
課
障
害
福
祉
班
☎（
内
線
）３
３
５
３

厚
木
年
金
事
務
所
☎
０
４
６（
２
２
３
）７
１
７
１（
代
）

　
町
国
保
年
金
課
国
保
年
金
班
☎（
内
線
）３
３
７
９

税
務
課
町
民
税
班
☎（
内
線
）３
２
７
４

町政 情報館
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親
・
子
・
孫
か
ら
な
る
三
世
代
世
帯
の

町
内
同
居
を
促
進
す
る
た
め
、
住
宅
を
取

得
、
改
修
す
る
場
合
に
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。
ま
た
、
町
外
か
ら
の

転
入
に
加
え
、
本
年
度
よ
り
町
内
転
居
で

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
補
助
金
の
利
用
を
検
討
す
る
方
は
、
住

宅
の
取
得
、
改
修
を
行
う
前
に
お
問
い
合

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル　
ブ

ル
ー
ラ
イ
ン
」
と
一
緒
に
、
地
域
の
防
犯

活
動
を
行
う
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
町
が
設
定
し
た
事

業
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
住
民
公
益
活
動
団

体
が
具
体
的
な
活
動
内
容
を
提
案
し
、
両

者
が
協
働
に
よ
り
事
業
を
進
め
る
「
行

政
提
案
型
協
働
事
業
」
と
し
て
実
施
す
る

も
の
で
、
青
色
回
転
灯
を
装
備
し
た
パ
ト

ロ
ー
ル
車
両
（
青
パ
ト
）
を
保
有
す
る
「
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル　

ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
」
と
、

町
内
の
団
体
が
協
力
し
て
「
地
域
防
犯
活

動
支
援
事
業
」
を
行
い
、
安
全
・
安
心
の

・
同
居
す
る
孫
は
中
学
生
以
下
（
出
産
予

定
の
場
合
を
含
む
）
で
あ
る
こ
と

※
こ
の
他
に
も
補
助
要
件
が
あ
り
ま
す
の

　
で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
申
請
受
付
期
間

　
４
月
３
日
（
月
）
～
平
成
30
年
３
月
30

日
（
金
）

※
申
し
込
み
状
況
に
よ
り
、
期
限
前
に
受

　
け
付
け
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
申
請
方
法

　
申
請
書
に
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
主
な
補
助
要
件

・
町
内
に
親
・
子
・
孫
の
三
世
代
で
同
居

す
る
こ
と

・
新
た
に
、
親
世
帯
と
子
世
帯
の
一
方
、
ま

た
は
両
方
が
転
入
ま
た
は
転
居
す
る
こ
と

・
取
得
ま
た
は
改
修
し
た
住
宅
に
３
年
以

上
継
続
し
て
居
住
す
る
こ
と

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

◎
対
象　
町
内
の
行
政
区
、
町
内
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
育
成
会
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
文
化

団
体
な
ど

◎
支
援
期
間　
７
月
か
ら
平
成
30
年
３
月

ま
で
（
毎
月
２
回
実
施
）

◎
支
援
内
容

・
青
パ
ト
に
同
乗
し
た
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル

・
青
パ
ト
の
拡
声
器
に
よ
る
防
犯
啓
発
な

ど
の
呼
び
掛
け

◎
申
請
方
法　
４
月
３
日
（
月
）
か
ら
６

月
30
日
（
金
）
ま
で
に
、
住
民
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

え
て
企
画
政
策
課
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
い
補
助
要
件
、
必
要
書
類
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
住
宅
取
得
補
助
金

　
住
宅
取
得
費
用
の
２
分
の
１
（
限
度
額

30
万
円
、
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

◎
住
宅
改
修
補
助
金

　
住
宅
改
修
費
用
の
２
分
の
１
（
限
度
額

20
万
円
、
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

定住促進 協働
三
世
代
の
定
住
を
応
援
し
ま
す

愛
川
町
三
世
代
同
居
定
住
支
援
補
助
金

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル　
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
」と

一
緒
に
地
域
の
防
犯
活
動
を
行
い
ま
せ
ん
か

企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
☎（
内
線
）３
２
３
３

住
民
課
交
通
防
犯
班
☎（
内
線
）３
３
２
０

ＡＴＭで還付金の手続きは、
絶対にできません！

　還付金などをかたる詐欺が急増しています。町からの医療費や保
険料の還付のために、ＡＴＭ（現金自動預払機）を操作していただ
くことは、絶対にありません。

だましの手口
　詐欺の犯人は、役場や社会保険事務所などの公的機関を名乗り、

「医療費（または保険料）の過払いがあるので、お金が戻ります。
今日が期限です。急いで近くのＡＴＭに行き、着いたら電話をしてく
ださい」などと電話をかけてきます。ＡＴＭに着くと、電話で言葉
巧みに操作を指示し、犯人の口座にお金を振り込ませます。

還付金の電話 ＋ ＡＴＭへ行け ＝ 詐欺！！

平成 28 年中の「振り込め詐欺」（還付金詐欺を含む）県内被害状況
　　　　   被害件数　1,285 件（対前年比 ＋292 件）
　　　　   被害額　　約 41 億円（対前年比 ＋約 8 億円）

住民課交通防犯班☎（内線）3320
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「
縦
覧
」
と
は
、
税
額
算
定
の
基
礎
と

な
る
評
価
額
な
ど
の
内
容
を
、
あ
ら
か
じ

め
納
税
者
の
皆
さ
ん
が
確
認
で
き
る
制
度

で
す
。
縦
覧
期
間
中
は
自
ら
が
所
有
す
る

部
分
の
評
価
額
な
ど
が
無
料
で
ご
覧
に
な

れ
る
ほ
か
、
名
寄
帳
の
写
し
を
無
料
で
お

渡
し
し
て
い
ま
す
。

◎
期
間　

４
月
３
日
（
月
）～
５
月
31
日

（
水
）
の
平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

　
現
在
、
町
議
会
で
は
、
議
員
の
政
治
倫

理
の
さ
ら
な
る
確
立
を
図
り
、
公
正
で
民

主
的
な
町
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
愛
川
町
議
会
基
本
条
例
の
改
正

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
条
例
の
改
正
案
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

◎
条
例
案
の
閲
覧
場
所　
役
場
庁
舎
１
階

町
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
半
原
出
張
所
、
中

◎
場
所　
役
場
１
階
税
務
課
資
産
税
班

◎
対
象　
平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、
町

内
に
土
地
・
家
屋
を
所
有
す
る
納
税
者
や

納
税
管
理
人
な
ど

※
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
や
健
康

　

保
険
証
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
、
相
続
人
の

　
場
合
は
戸
籍
謄
本
な
ど
を
お
持
ち
く
だ

　
さ
い
。

津
出
張
所
、
文
化
会
館
、
ラ
ビ
ン
プ
ラ
ザ
、

レ
デ
ィ
ー
ス
プ
ラ
ザ
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◎
意
見
の
募
集
期
間（
閲
覧
期
間
）　

４
月

11
日
（
火
）
～
５
月
１
日
（
月
）

◎
意
見
の
提
出
方
法　
閲
覧
場
所
に
備
え

付
け
て
あ
る
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
議
会
事
務
局
へ
提
出
（
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
も
可
）
し
て
く

だ
さ
い
。

　

gikai@
tow
n.aikawa.kanagawa.jp

税金 意見
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿

縦
覧
の
お
知
ら
せ

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
き

愛
川
町
議
会
基
本
条
例
の
一
部
改
正
案
へ
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

税
務
課
資
産
税
班
☎（
内
線
）３
２
７
８

議
会
事
務
局
議
事
班
☎（
内
線
）３
１
５
２

　
自
動
車
に
乗
車
中
の
乳
児
を
交
通
事
故

か
ら
守
る
た
め
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購

入
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◎
対
象　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

・
新
品
の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
（
欧
州
統

一
基
準
「
Ｅ
Ｃ
Ｅ　
Ｒ
44
／
04
」
に
適
合

し
て
い
る
も
の
）
を
購
入
し
た
保
護
者
で

あ
る
こ
と

・
運
転
免
許
証
を
取
得
し
て
い
る
こ
と

・
町
に
保
護
者
と
乳
児
の
住
民
票
が
あ
る

こ
と

・
申
請
時
に
乳
児
が
１
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

・
町
税
に
未
納
が
な
い
こ
と

◎
助
成
金
額　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
１
台

当
た
り
４
千
円
（
限
度
額
。
乳
児
１
人
に

つ
き
１
台
ま
で
）

◎
申
請
方
法　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使

用
す
る
乳
児
の
母
子
健
康
手
帳
、
保
護

者
の
運
転
免
許
証
（
現
住
所
が
町
内
で
あ

る
も
の
）、
印
鑑
、
品
質
保
証
書
の
写
し
、

領
収
書
の
写
し
を
お
持
ち
の
上
、
住
民
課

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
自
転
車
に
乗
る
幼
児
・
児
童
へ
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
を
促
進
す
る
た
め
、
自
転
車

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

◎
対
象　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

・
幼
児
・
児
童
が
使
用
す
る
新
品
の
自
転

車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
が
付
い

て
い
る
も
の
）
を
4
月
1
日
以
降
に
購
入

し
た
保
護
者
で
あ
る
こ
と

・
町
に
保
護
者
と
幼
児
・
児
童
の
住
民
票

が
あ
る
こ
と

・
申
請
時
に
幼
児
・
児
童
が
13
歳
未
満
で

あ
る
こ
と

・
町
税
に
未
納
が
な
い
こ
と

◎
助
成
金
額　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
１
個
当
た
り

千
円
（
限
度
額
。
幼
児
・
児
童
１
人
に
つ

き
年
度
内
１
個
ま
で
）

◎
申
請
方
法　
購
入
後
１
年
以
内
に
、
保

護
者
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
使
用
す
る
幼
児
・

児
童
の
本
人
確
認
書
類
（
現
住
所
が
町
内

で
あ
る
も
の
）、
印
鑑
、
S
G
マ
ー
ク
が

記
載
さ
れ
た
品
質
保
証
書
な
ど
の
写
し
、

領
収
書
の
写
し
を
お
持
ち
の
上
、
住
民
課

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

助成
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

購
入
費
を
一
部
助
成
し
ま
す

住
民
課
交
通
防
犯
班
☎（
内
線
）３
３
２
０

  

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
助
成

  

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
助
成
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軽
度
・
中
等
度
の
難
聴
児
の
発
育
を
支

援
す
る
た
め
、
補
聴
器
を
購
入
・
修
理
す

る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◎
対
象　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

・
町
内
在
住
の
18
歳
未
満
の
方

・
補
聴
器
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一

定
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
医
師
が
判
断

す
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
対
象
と
な
ら
ず
、

原
則
と
し
て
聴
力
レ
ベ
ル
が
30
デ
シ
ベ
ル

以
上
の
方

・
町
民
税
所
得
割
額
が
46
万
円
以
上
の
方

が
い
な
い
世
帯
の
方

・
他
に
補
聴
器
購
入
費
の
助
成
・
給
付
を

受
け
て
い
な
い
方

◎
助
成
基
準
額　
下
記
は
助
成
基
準
額
の

一
例
で
す
。
F
M
型
受
信
機
な
ど
も
対
象

　
町
で
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
き
、
高

齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症
を
予
防
す
る
た

め
、
本
年
度
該
当
す
る
対
象
者
に
接
種
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◎
実
施
期
間

　
４
月
１
日
（
土
）
～
平
成
30
年
３
月
31

日
（
土
）

◎
対
象
者

　
接
種
当
日
、
町
に
住
民
票
が
あ
り
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
本
年
度
中
に
65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・
80
歳
・

85
歳
・
90
歳
・
95
歳
・
１
０
０
歳
と
な
る

方
（
該
当
す
る
方
に
は
申
請
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
）

・
60
歳
か
ら
64
歳
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼

吸
器
の
機
能
に
、
日
常
生
活
が
極
度
に
制

限
さ
れ
る
障
が
い
や
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
の
障
が
い
が
あ

る
方

※
過
去
５
年
（
60
カ
月
）
以
内
に
肺
炎
球

　
菌
予
防
接
種
を
受
け
た
方
は
、
副
反
応

　
が
強
く
出
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
対
象
外

　
と
な
り
ま
す
。

◎
受
診
券
の
交
付

　
接
種
前
に
健
康
推
進
課
で
受
診
券
の
交

付
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
受
診
者
負
担
金

　
４
千
円
（
町
民
税
非
課
税
世
帯
お
よ
び

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料
）

◎
接
種
方
法

　
受
診
券
を
持
っ
て
、
町
が
指
定
す
る
医

療
機
関
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

と
な
り
ま
す
。

・
高
度
難
聴
ポ
ケ
ッ
ト
型　
4
万
5
2
7
3

円
（
本
体
3
万
5
8
4
1
円
＋
イ
ヤ
ー

モ
ー
ル
ド
9
4
3
2
円
）

・
高
度
難
聴
耳
か
け
型　
5
万
5
4
3
9

円
（
本
体
4
万
6
0
0
7
円
＋
イ
ヤ
ー

モ
ー
ル
ド
9
4
3
2
円
）

◎
助
成
額　
助
成
基
準
額
の
3
分
の
2
を

助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
生
活
保
護
世
帯

や
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
は
、
助
成

基
準
額
の
全
額
を
助
成
し
ま
す
。

◎
申
請
方
法　
補
聴
器
の
購
入
・
修
理
前

に
、
申
請
書
、
診
断
書
（
診
断
書
の
費
用

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
修
理
の
場
合

は
不
要
）、見
積
書
、印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、

福
祉
支
援
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

助成

予防接種

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
の

補
聴
器
購
入
費
な
ど
を
助
成
し
ま
す

高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す

福
祉
支
援
課
障
害
福
祉
班
☎（
内
線
）３
３
５
３

健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り
班
☎（
内
線
）３
３
４
２

３
サ
イ
ズ
程
度
）。
シ
ー
ル
は
車
両
の
左

右
側
面
に
貼
り
付
け
ま
す
。

◎
広
告
掲
載
料　
１
台
に
つ
き
1
年
当
た

り
１
万
２
千
円
（
広
告
作
成
料
込
み
）

◎
注
意
事
項　
風
俗
営
業
や
政
治
・
宗
教

活
動
、
意
見
広
告
、
個
人
の
宣
伝
、
公
序

良
俗
に
反
す
る
も
の
な
ど
は
掲
載
で
き
ま

　
企
業
活
動
の
支
援
や
新
た
な
財
源
確
保

の
た
め
、
公
用
車
に
掲
載
す
る
広
告
を
募

集
し
ま
す
。

◎
掲
載
車
両
台
数　
10
台

せ
ん
。

◎
申
し
込
み　
４
月
28
日
（
金
）
ま
で
に

申
込
書
を
企
画
政
策
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。

◎
掲
載
期
間　
７
月
１
日
（
土
）
か
ら
１

年
間

◎
掲
載
場
所　
町
が
作
成
す
る
啓
発
マ
グ

ネ
ッ
ト
シ
ー
ル
内
の
広
告
ス
ペ
ー
ス
（
Ａ

募集
町
公
用
車
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す

企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
☎（
内
線
）３
２
３
4
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４
月
１
日
付　

主
幹
級
以
上
（　

）
は
前
職

危
機
管
理
室
長

小
島
義
正
（
同
室
長（
参
事
））

総
務
部
長

小
野
澤
悟
（
同
部
総
務
課
長（
兼
）選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
長
）

環
境
経
済
部
長

柏
木
徹
（
総
務
部
企
画
政
策
課
長
）

教
育
次
長

伊
従
健
二
（
総
務
部
参
事（
兼
）管
財
契
約

課
長
）

民
生
部
参
事（
兼
）子
育
て
支
援
課
長

志
村
修
（
同
課
長
）

消
防
本
部
参
事（
兼
）消
防
課
長

石
川
省
吾
（
同
課
長
）

消
防
署
長

新
倉
哲
夫
（
消
防
署
副
署
長（
兼
）本
署
警

備
第
一
課
長
）

総
務
部
企
画
政
策
課
長

小
川
浩
幸
（
同
課
主
幹
）

総
務
部
財
政
課
長

豊
島
義
則
（
同
部
企
画
政
策
課
主
幹
）

総
務
部
行
政
推
進
課
長

齋
藤
伸
介
（
同
課
主
幹
）

民
生
部
福
祉
支
援
課
長

後
藤
昭
弘
（
総
務
部
総
務
課
主
幹
）

民
生
部
高
齢
介
護
課
長

小
野
澤
忍
（
同
部
国
保
年
金
課
主
幹
）

環
境
経
済
部
商
工
観
光
課
長

奈
良
幸
広
（
同
課
主
幹
）

監
査
委
員
事
務
局
長

柏
木
武
史
（
総
務
部
管
財
契
約
課
技
幹
）

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長

折
田
功
（
総
務
部
総
務
課
主
幹
）

農
業
委
員
会
事
務
局
長

岡
部
誠
一
郎（
建
設
部
下
水
道
課
専
任
主
幹
）

消
防
署
本
署
警
備
第
一
課
長

島
崎
光
男
（
同
課
主
幹
）

民
生
部
福
祉
支
援
課
専
任
主
幹

鳥
居
順
子
（
同
課
主
幹
）

民
生
部
健
康
推
進
課
専
任
技
幹

矢
後
早
苗
（
同
課
技
幹
）

建
設
部
道
路
課
専
任
主
幹

今
井
正
夫
（
同
課
主
幹
）

建
設
部
都
市
施
設
課
専
任
技
幹

斉
藤
秀
樹
（
同
課
技
幹
）

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課
専

任
主
幹（
兼
）郷
土
資
料
館
館
長

山
口
研
一
（
同
主
幹
）

総
務
部
総
務
課
長（
兼
）選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
長

和
田
康
（
環
境
経
済
部
商
工
観
光
課
長
）

総
務
部
管
財
契
約
課
長

小
倉
正
（
同
部
行
政
推
進
課
長
）

民
生
部
健
康
推
進
課
長

亀
井
敏
男
（
同
部
高
齢
介
護
課
長
）

消
防
署
本
署
警
備
第
一
課
専
任
主
幹

中
島
孝
祥
（
同
半
原
分
署
専
任
主
幹
）

消
防
署
本
署
警
備
第
二
課
専
任
主
幹

小
松
正
一
（
同
警
備
第
一
課
専
任
主
幹
）

総
務
部
総
務
課
主
幹

榎
本
秀
幸
（
同
課
副
主
幹
）

総
務
部
総
務
課
主
幹

高
橋
誠
（
同
課
副
主
幹
）

総
務
部
企
画
政
策
課
主
幹

諏
訪
部
紀
保
（
同
課
副
主
幹
）

総
務
部
行
政
推
進
課
主
幹

小
池
雅
美
（
同
課
副
主
幹
）

民
生
部
福
祉
支
援
課
技
幹

江
藤
陽
子
（
同
課
副
技
幹
）

民
生
部
子
育
て
支
援
課
主
幹

阿
部
昌
弘
（
同
課
副
主
幹
）

半
原
保
育
園
園
長

藤
田
喜
代
子
（
田
代
保
育
園
副
園
長
）

春
日
台
保
育
園
園
長

小
西
美
津
枝
（
中
津
保
育
園
副
園
長
）

民
生
部
高
齢
介
護
課
主
幹

高
瀬
紀
之
（
同
課
副
主
幹
）

環
境
経
済
部
農
政
課
技
幹

小
林
智
己
（
同
課
副
技
幹
）

環
境
経
済
部
商
工
観
光
課
主
幹

宮
地
大
公
（
同
課
副
主
幹
）

建
設
部
都
市
施
設
課
技
幹

鈴
木
博
孝
（
同
課
副
技
幹
）

建
設
部
下
水
道
課
技
幹

北
城
秀
樹
（
同
課
副
技
幹
）

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
主
幹

馬
場
貴
宏
（
同
課
副
主
幹
）

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
主
幹

齋
藤
潤
（
同
課
副
主
幹
）

水
道
事
業
所
主
幹

越
智
卓
也
（
同
副
主
幹
）

危
機
管
理
室
主
幹

小
島
宏
一
（
消
防
署
本
署
警
備
第
二
課
主
幹
）

総
務
部
総
務
課
主
幹

永
田
浩
一
（
同
部
企
画
政
策
課
主
幹
）

民
生
部
子
育
て
支
援
課
主
幹

伊
従
芳
昭
（
美
化
プ
ラ
ン
ト
所
長
）

高
峰
保
育
園
園
長

和
田
操
（
同
副
園
長
）

中
津
南
保
育
園
園
長

北
村
信
子
（
半
原
保
育
園
園
長
）

環
境
経
済
部
商
工
観
光
課
主
幹

上
村
和
彦
（
民
生
部
子
育
て
支
援
課
主
幹
）

教
育
委
員
会
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
主
幹

茅
泰
幸
（
同
生
涯
学
習
課
主
幹
）

消
防
署
半
原
分
署
主
幹

落
合
宏
明
（
同
本
署
警
備
第
二
課
主
幹
）

和
田
弘
之
（
総
務
部
長
）

大
成
敦
夫
（
環
境
経
済
部
長
）

  
町
職
員
の
人
事
異
動

  

部
長
級
昇
格

  

参
事
級
昇
格

  

主
幹
級
異
動

  

課
長
級
昇
格

  

定
年
退
職
（
３
月
31
日
付
）

  

課
長
級
異
動

  

主
幹
級
昇
格
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総務部門の組織を再編　ー政策立案や情報発信の機能を充実ー

　政策立案・情報発信機能の充実や事務の効率化を推進する
ため、４月より総務部門の組織を再編しました。
　再編の内容や、担当事務は次のとおりです。
総務課に「総務法制班」「広報・シティセールス班」を設置
　より効率的な事務の遂行を図るため、総務課の「総務班」と

「文書法制班」を統合し、「総務法制班」として再編しました。
また、町の魅力の掘り起こしと、情報発信機能のより一層の
充実を図るため、企画政策課の「マーケティング推進班」を

総務課の「広報広聴班」と統合し、「広報・シティセールス班」
として再編しました。

「財政課」を新設
　政策立案機能のより一層の充実を図るため、企画政策課の

「企画政策班」と「財政班」を分割し、それぞれ独立した「企
画政策課」と「財政課」として再編しました。
行政推進課行政管理班☎（内線）3244

沼
田
孝
作
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

奈
良
隆
敏
（
消
防
署
長
）

皆
川
と
く
江
（
健
康
推
進
課
長
）

小
島
昇
（
都
市
施
設
課
専
任
技
幹
）

平
川
晴
美
（
春
日
台
保
育
園
園
長
）

高
木
益
代
（
中
津
南
保
育
園
園
長
）

渥
美
敏
子
（
高
峰
保
育
園
園
長
）

橋
原
義
則
（
衛
生
プ
ラ
ン
ト
技
手
）

（　

）
は
前
任
校
な
ど

●
中
津
小
学
校

田
畑
桂
子
（
菅
原
小
総
括
養
護
教
諭
）・
加

藤
恵
子
（
中
津
第
二
小
）・
伊
従
和
利
（
菅

原
小
）・廣
瀬
昇
（
田
代
小
）・鶴
丸
孝
生
（
半

原
小
）・
佐
藤
順
子
（
厚
木
市
立
小
鮎
小
）・

小
林
未
沙（
新
採
用
）・中
野
貴
大（
新
採
用
）

●
高
峰
小
学
校

工
藤
敏
朗
（
田
代
小
総
括
教
諭
）・
立
山
文

香
（
菅
原
小
総
括
教
諭
）

●
田
代
小
学
校

教
頭　
武
内
信
幸
（
高
峰
小
教
頭
）・
弥
吉

直
樹
（
高
峰
小
総
括
教
諭
）・森
か
お
り
（
半

原
小
）

●
半
原
小
学
校

村
上
亜
美
（
中
津
小
）・
中
山
竜
巳
（
中
津

第
二
小
）・
大
石
明
香
里
（
新
採
用
）

●
中
津
第
二
小
学
校

教
頭　
長
沼
百
合
（
菅
原
小
教
頭
）・
辻
節

子
（
中
津
小
）・
井
上
淳
（
清
川
村
立
宮
ヶ

瀬
小
）・佐
藤
翔
平（
新
採
用
）・奈
良
優
夏（
新

採
用
）

●
菅
原
小
学
校

教
頭　
井
上
真
彰
（
愛
川
町
教
育
委
員
会
指

導
主
事
）・
小
島
ひ
と
み
（
中
津
小
総
括
養

護
教
諭
）・
中
村
俊
洋
（
清
川
村
立
緑
小
）・

金
井
温
（
新
採
用
）・
小
原
萌
（
新
採
用
）

●
愛
川
東
中
学
校

教
頭　
小
澤
正
則
（
愛
川
中
教
頭
）・
渡
邉

涼
友
（
愛
川
中
原
中
）・髙
木
汐
里
（
新
採
用
）

●
愛
川
中
学
校

野
口
雅
弘
（
厚
木
市
立
荻
野
中
総
括
教
諭
）・

本
多
弘
幸
（
愛
川
東
中
）・
平
井
和
美
（
新

採
用
）

●
愛
川
中
原
中
学
校

教
頭　
菊
地
康
生
（
愛
川
東
中
教
頭
）・
矢

口
ひ
と
み（
愛
川
中
）・橋
本
浩
志（
愛
川
中
）

（　

）
は
前
任
校
な
ど

●
中
津
小
学
校

校
長　
芦
澤
治
（
半
原
小
教
頭
）

総
括
事
務
主
査　

石
川
直
美
（
同
校
事
務

主
査
）

●
高
峰
小
学
校

校
長　
伊
従
京
子
（
中
津
第
二
小
教
頭
）

教
頭　
菊
地
原
智（
愛
川
中
原
中
総
括
教
諭
）

●
半
原
小
学
校

教
頭　
大
塚
隆
（
愛
川
中
総
括
教
諭
）

●
菅
原
小
学
校

総
括
教
諭　
進
藤
敦
子
（
同
校
教
諭
）

総
括
教
諭　
東
雅
崇
（
中
津
小
教
諭
）

学
校
栄
養
主
任
技
師　
田
邉
祥
子
（
同
校

学
校
栄
養
技
師
）

●
愛
川
東
中
学
校

総
括
養
護
教
諭　

栗
山
真
紀
（
同
校
養
護

教
諭
）

●
愛
川
中
学
校

教
頭　
片
山
智
絵
子
（
同
校
総
括
教
諭
）

（　

）
は
新
任
校
な
ど

●
中
津
小
学
校

鈴
木
智
久
（
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
）・
関

恵
紀
（
厚
木
市
立
毛
利
台
小
）

●
半
原
小
学
校

谷
島
花
（
愛
川
町
教
育
委
員
会
）

●
菅
原
小
学
校

花
上
和
己
（
清
川
村
立
緑
小
）

●
愛
川
東
中
学
校

志
村
克
己
（
厚
木
市
立
玉
川
中
）

●
愛
川
中
原
中
学
校

教
頭　
波
塚
浩
司
（
清
川
村
立
宮
ヶ
瀬
中
教

頭
）

　
西
方
智
子
（
中
津
小
校
長
）・髙
木
光
人
（
高

峰
小
校
長
）・
落
合
清
春
（
田
代
小
教
頭
）・

石
橋
照
美
（
高
峰
小
総
括
教
諭
）・
和
田
圭

子
（
中
津
小
教
諭
）・
荒
川
祐
子
（
愛
川
東

中
教
諭
）

  

教
職
員
の
人
事
異
動

  
定
年
退
職
（
３
月
31
日
付
）

  

昇
任
（
４
月
１
日
付
）

  

転
任
・
転
入
（
４
月
１
日
付
）

  

転
出
（
３
月
31
日
付
）
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飼
い
主
の
責
任
で
す
！ 

繁
殖
を
望
ま
な
い
猫
に
は
、
不
妊
・
去
勢
手
術
を

　猫
に
不
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
る
方
へ
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

環
境
課
環
境
対
策
班
☎（
内
線
）３
５
１
４

インフォメーション

4月6日（木）～ 15日（土）
4月10日は「交通事故死ゼロを目指
す日」「シートベルトの日」です！
　町民皆さん一人一人が交通安全
について考え、交通ルールを守る
とともに、交通マナーの向上に取
り組み、交通事故防止の徹底を図
りましょう。
スローガン

「安全は　心と時間の　ゆとりから」

11月中旬に開催する「愛川町交通
安全推進大会」で表彰します。
　この機会に、ご家族やご近所で交
通安全について話し合い、地域ぐる
みで交通事故防止に努めましょう。

住民課交通防犯班☎（内線）3320

「新入学児童・園児を交通事故から
守ろう」
運動の基本
　子供と高齢者の交通事故防止
〜事故にあわない、おこさない〜
運動の重点
❶歩行中・自転車乗用中の交通事
　故防止（自転車については、特に
　自転車安全利用五則の周知徹
　底）
❷後部座席を含めた全ての座席の
　シートベルトとチャイルドシー
　トの正しい着用の徹底
❸飲酒運転の根絶
❹二輪車の交通事故防止
自転車安全利用五則
❶自転車は、車道が原則、歩道は例外
❷車道は左側を通行

❸歩道は歩行者優先で、車道寄り
　を徐行
❹安全ルールを守る
・飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
・夜間はライトを点灯
・交差点での信号遵

じゅん

守
し ゅ

と一時停止・
　安全確認
❺子供はヘルメットを着用

住民課交通防犯班☎（内線）3320

 春の全国交通安全運動

展示室・展示コーナー・
資料室にて展示

初日は午後１時３０分から
最終日は午後３時まで

愛川アートクラブ
☎046（285）1376　山田

司法書士法律相談 4月12日（水）　午後1時～ 4時

月日 催し 主催 備考

文化 会 館 催し 案 内

相 談
町民相談　 住民課住民相談班☎（内線）3319 教育相談 教育開発センター

☎046（206）1061

展示

法律相談《完全予約制》
来所相談

出張相談
行政書士相談

電話相談

交通事故相談
不動産相談

人権・行政こまりごと相談

消費生活相談

4月15日（土）～ 23日（日）

※展示会場は１階で、入場は無料です。通常の展示時間は午前９時から午後５時までです。毎週火曜日は休館です。
※問い合わせは直接主催者にお願いします。

※不登校・いじめ・校外活動・非行・就学相談など。

4月7日（金）・20日（木）
午前10時～午後3時
※5月は12日（金）･18日（木） 毎週月～木曜日（祝日を除く）

午前９時～午後４時

●レディースプラザ　4月10日（月）
●ラビンプラザ　　　4月17日（月）
※前週金曜日までに
　電話で予約してください。

4月13日（木）　午後1時～ 4時

平日　午前９時～午後４時

4月26日（水）　午後1時～ 4時
4月27日（木）　午後1時～ 4時

4月14日（金）　午後1時30分～ 3時

4月3日・6日・10日・13日・17日・20日・
24日・27日　　午前10時～午後3時

愛川アートクラブ
春の展示会

※法律相談は弁護士が対応します。予約は相談日の７日前から開始します。
　（その日が祝日の場合は翌開庁日から）
※法律相談以外は予約優先です。（予約がない場合は、当日の受け付けもできます）
※相談当日は、住民相談班へお越しください。
※相談窓口が分からないときは、お気軽にお問い合わせください。
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防
災
行
政
無
線
の
チ
ャ
イ
ム
を
変
更
し
ま
し
た     

４
月
１
日
よ
り
、
防
災
行
政
無
線
で
放
送
し
て
い
る
正
午
と
夕
方
の
チ
ャ
イ
ム
を
、

町
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
あ
い
ち
ゃ
ん
」
の
「
あ
い
ち
ゃ
ん
音
頭
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

総
務
課
広
報
・
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
班
☎（
内
線
）３
２
２
１

インフォメーション

　4月23日（日）は「子ども読書の
日」です。この日にちなみ、子供たち
が読書に親しむよう、ボランティア
サークル「おはなしたんぽぽ」の皆
さんによる「『子ども読書の日』おは
なしかい」を開催します。
　「国際ソロプチミスト愛川」から
寄付された大型絵本（ビッグブック）
を使い、読み聞かせや紙芝居、パネ
ルシアターなどを行います。ビッグ
ブックは、登場する動物や風景が大
きくはっきりと描かれ迫力満点！
子供たちの視線もくぎ付けです。

　予約の必要はありませんので、ぜ
ひご参加ください。

4月15日（土）午前10時30分〜
文化会館１階リハーサル室（当日直
接会場へお越しください）

図書館☎046（285）6963

　サークル愛川自然観察会との協
働事業「八菅山いこいの森四季の自
然観察会（春季）」を開催します。身
近な公園に生息する早春植物など
を観察して、四季の織りなす美しさ
や自然の恵みに触れてみませんか。
　申し込みは不要ですので、時間ま
でに歩きやすい服装、靴でお集まり
ください。

4月15日（土）午前9時30分〜 11
時30分 八菅山いこいの森（集合
場所：社務所横駐車場） サークル
愛川自然観察会 タオル、飲み物

（お持ちの方は、ルーペ、双眼鏡、カ
メラなど） 雨天の場合は翌日に
延期。2日間雨天の場合は中止。当
日の天候判断は、サークル愛川自然
観察会までご連絡ください。

都市施設課公園緑地班
☎（内線）3449、サークル愛川自然
観察会　山口☎090（9399）3910

　広く町民の声を聴き、共に歩み、
町民参加を基本とする開かれた議
会を目指すため、意見交換会を開催
します。どなたでも参加できますの
で、直接会場へお越しください。　
　当日は、町議会からの報告を行っ
た後に意見交換を行います。

5月13日（土）午後7時〜 文化
会館3階会議室

議会事務局☎（内線）3152

 「子ども読書の日」おはなしかい

 八菅山いこいの森
 四季の自然観察会

 町議会との意見交換会

　地域の皆さんが一体となった交
通事故防止と、交通マナーの向上を
目的に、4月から9月まで「セーフ
ティ・ドライブ・コンテスト」を実施
します。
　期間中は、全ての町民の方を対象
に、町内21行政区対抗で、交通事故
発生件数の少なさを競い合います。
　期間中に人身事故による交通事
故が発生した場合は、一定の基準に
基づいて減点し、行政区ごとに点数
を集計して審査します。
　上位3行政区を優秀行政区、ま
た、1行政区を努力行政区として、

 セーフティ・ドライブ・コンテスト
 ～地域ぐるみで交通安全
 みんなそろってマナーアップ～

　スポーツ施設の利用予約は、ス
ポーツ施設予約システムをご利用
ください。
予約できるスポーツ施設　田代運
動公園・三増公園（テニスコートの
み）・第１号公園体育館・中津工業
団地第1号公園・中津工業団地第2
号公園・坂本運動場・坂本体育館・
志田運動場・小沢ソフトボール場
※厚木市・清川村のスポーツ施設
　も抽選予約できます。

今月の抽選予約　7月利用分
抽選結果　5月2日（火）
　当選者は5月末日までに本予約
をしてください。末日までに本予
約をしなかった場合は、翌日から
空き施設として開放します。
　愛川町の施設を2回無断でキャ
ンセルすると半年間予約ができな
くなります。

スポーツ・文化振興課
☎（内線）3632

第1号公園

田代運動公園・
三増公園陸上競技場
町民活動
サポートセンター
文化会館・
ラビンプラザ
レディースプラザ

図書館

郷土資料館

毎週火曜日、
1日（土）

毎週火曜日
（テニスコート
は無休）

毎週火曜日

毎週水曜日

毎週火曜日

25日（火）

毎週月曜日

 スポーツ施設の抽選予約  4 月の休館日・休園日

　町県民税・固定資産税・軽自動車
税・国民健康保険税・介護保険料・
後期高齢者医療保険料が納めら
れ、納税相談もできます。

4月29日（土・祝）・30日（日）午前
8時30分〜午後5時 役場1階税務
課

 休日納税・相談窓口

お知らせ

施設ガイド

催し
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春はメンタルの乱れに要注意！

＝日時　 ＝場所　 ＝対象・定員　 ＝講師・指導　 ＝費用　 ＝持ち物　 ＝その他の事項　 ＝申し込み　　　　　　　　 ＝ 問い合わせ　※ がないものはどなたでも参加・来場できます。 がないものは無料です。 ＝ファクス　 ＝電子メール
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テ
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だ
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。

社
会
福
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議
会
☎（
内
線
）３
７
９
２

　春は気候だけでなく、新しい職
場や新しい学校、引っ越しなど、
身の回りの変化が多い季節のた
め、気温の高低差に伴う体温の調
節や、新しい環境での生活などに
よる変化に体と心が対応できず、
メンタル面を支える自律神経が
乱れてしまう方もいます。
　過剰なストレスは、心身の健康
に悪い影響を及ぼす場合があり
ます。自分でも気付かないうちに、
ストレスが強くなっていること
もありますので注意が必要です。

❶不安や心配が頭から離れない。
❷食欲がない、または過食してし
　まう。

❸すぐに疲れてしまう。
❹何事にも興味が湧かず、楽しく
　ない。
❺寝付きが悪い、よく眠れない。
❻体のだるさが続く。
❼物事に集中できない。
❽気持ちが張り詰めている。
❾今までになかったような、仕事
　上のミスを起こす。

　生活のリズムを整えて、「起き
る時間」「寝る時間」「食事の時間」
を、毎日同じ時間になるように心
掛けましょう。ただし、無理はせ
ず、自分に合ったリズムを刻みま
しょう。

　ビタミンやミネラルが豊富な
野菜や果実が不足しないように
心掛けましょう。また、疲労回復
や緊張緩和に良い食材を選びま
しょう。心身の疲労回復にはヤマ
イモ、緊張の緩和にはシュンギク
が効果的と言われています。

　休日には何もしない、のんびり
した時間も必要です。プライベー
トも忙しくし過ぎないように気
を付けましょう。音楽を聴いた
り、散歩をしたり、自分なりのリ
ラックス方法で休日を過ごしま
しょう。

インフォメーション

保健師から一言

4月27日（木） 健康プラザ2階
健診室 母子健康手帳、問診票、歯
ブラシ、タオル むしばいばい教
室は午前10時から正午ごろまで。
開始時間を過ぎての入室はできま
せん。2歳児歯科検診では、身長・
体重測定も行います。
　対象者には4月上旬に必要書類
を送付しますので、届かない方は
ご連絡ください。育児について心
配事のある方は、保健師・栄養士が
相談をお受けします。

　離乳食の進め方と作り方を学び、
お子さんに食べ物のおいしさ、食べ
ることの楽しさを伝えましょう。
　保護者は離乳食の試食も行いま
す。

5月12日（金）午前11時〜正午
健康プラザ3階健康づくり室 生
後6カ月〜 1歳未満のお子さんと
その保護者10組 200円（テキス
ト代） 母子健康手帳、筆記用具
予約制ですので、5月8日（月）まで
に健康推進課へお申し込みくださ
い。

 お子さんの歯科保健指導  もぐもぐ赤ちゃんセミナー
 （離乳食講習会）

  こんなときにはちょっと注意

  心のバランスを整えましょう

  栄養のバランスの良い食事を
  取りましょう

  休養を取りましょう

　ごみの減量化・資源化を推進す
るため、「愛川リサイクルマーケッ
ト」を開催します。不用となった衣
類・食器・本・おもちゃなどがあり
ましたら、一日店長となって参加
してみませんか。

5月3日（水・祝）午前10時〜午後
2時（農林まつりと同時開催） 町
役場お客様第2駐車場 町内在住
の方（40店舗） 500円（必要経費
以外は町社会福祉協議会に寄付し
ます） 1店舗当たり3ｍ×2ｍ程
度。食品・仕入物の販売および業者
の出店はできません。雨天中止。
4月10日（月）の午前8時30分から
受け付け（先着順）

環境課廃棄物対策班
☎（内線）3513

 愛川リサイクルマーケット
 出店者を募集

募集

むしばいばい
（むし歯予防）

教室

２歳児
歯科検診

平成28年
3月生まれ

平成27年
3月生まれ

午前
9時30分～
9時55分

午後1時～
1時45分

歯科保健指導 対象 受け付け

平成26年
9月生まれ

午後
1時45分～
2時30分
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インフォメーション

　子供から大人までの健康や育
児、食事などについて、保健師・栄
養士・看護師が相談をお受けしま
す。身体測定や体脂肪測定、血圧測
定なども行っていますので、お気
軽にお越しください。

4月24日（月）午前9時30分〜 11
時 健康プラザ2階健診室 町内
在住の方 母子健康手帳（お子さ
ん）、健康手帳（お持ちの方のみ）
予約の必要はありませんので、当
日直接会場へお越しください。

　がん検診には、健康プラザで受診
する「集団検診」と、医療機関で受診
する「医療機関検診」があります。
　集団検診を希望される方は、4月
中旬に世帯主宛てに申込書を送付し
ますので、必要事項を記入の上、5月
2日（火）必着で返送してください。
　医療機関検診（大腸がん検診を除
く）を希望される方の申し込みは必

要ありません。7月上旬に受診券を
送付します。
　医療機関で大腸がん検診を希望
される方は、事前に電話で健康推進
課へお申し込みください。
　今年度から口

こ う

腔
く う

がん検診の医療
機関検診を実施します。成人歯科健
康診査と同時に受診できますので、
希望される方は集団検診申込書に

同封のお知らせをご覧の上、お申し
込みください。

昭和23年3月31日以前に生まれ
た方は、受診者負担金が無料です。

生活保護世帯または町民税非課
税世帯の方は受診者負担金が免除
されますので、受診券到着後に申請
してください。

　対象者には4月下旬に必要書類
を送付しますので、届かない方は
ご連絡ください。健診時間・開場時
間は通知でご確認ください。

健康プラザ2階健診室

 乳幼児の健康診査

 すくすく親子健康相談・
 ヘルスあっぷ相談

 平成 29 年度がん検診　がん（集団）検診は５月２日（火）までに申し込みを！

４カ月児
（平成28年
12月生まれ）

胃がん検診

大腸がん検診

集団検診（申し込みが必要です。健康プラザで指定された日時に行います）　◎期間　6月〜 9月

医療機関検診　◎期間　7月〜 12月（乳がん・子宮がん検診は平成30年1月まで。口腔がん検診は8月〜 12月）

大腸がん検診

乳がん検診

前立腺がん検診

子宮がん検診

子宮がん検診

口腔がん検診

乳がん検診

肺がん検診 40歳以上の方
（昭和53年3月31日以前に生まれた方）

40歳以上の方（申し込みが必要です）
（昭和53年3月31日以前に生まれた方）
30歳以上の女性

（昭和63年3月31日以前に生まれた方）

50歳以上の男性
（昭和43年3月31日以前に生まれた方）

20歳以上の女性
（平成10年3月31日以前に生まれた方）

20歳以上の女性
（平成10年3月31日以前に生まれた方）

40歳以上の方（申し込みが必要です）
（昭和53年3月31日以前に生まれた方）

40歳以上の女性　※２年に１回
（昭和53年3月31日以前に生まれた方のうち、
平成28年度にこの検診を受けていない方）

1,300円

400円

900円

1,000円

700円
1,500円

500円

1,100円

2,000円

1,200円

3,300円

1,600円

1,800円視触診
マンモグラフィ（乳房Ｘ線検査）

Ｘ線間接撮影

便潜血反応検査

視触診

ＰＳＡ検査

Ｘ線間接撮影
Ｘ線間接撮影、喀たん検査
便潜血反応検査

視診、頸
け い

部
ぶ

細胞診

視診、頸部細胞診

成人歯科健診と同時受診

視診、頸部・体部細胞診

口腔がん検診　単独受診

10カ月児
（平成28年
7月生まれ）

１歳６カ月児
（平成27年
10月生まれ）

3歳6カ月児
（平成25年
10月生まれ）

5月2日
（火）

5月11日
（木）

5月24日
（水）

5月9日
（火）

母子健康手帳、
問診票

母子健康手帳、
問診票

母子健康手帳、
問診票、歯ブラシ、
タオル

母子健康手帳、
問診票、歯ブラシ、
タオル、当日の朝
の尿、視力・聴力
の調査票（記入済
みのもの）

対象

検診項目

検診項目

問い合わせは健康推進課へ
☎（内線）3341

保健ガイド
期日

検診内容

検診内容

持ち物

受診者負担金

受診者負担金

対象

対象

マチイロ
で検索

かく
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インフォメーション

 

問 ☎内線3344　　救急医療一覧表（4月～平成 30 年3月） 

月

岡本医院
046（281）

0114
半原4431

石井医院
046（281）

2105
半原2266-1

熊坂外科
呼吸器科医院
046（285）

1139
中津7417

関根医院
046（286）

5431
角田1345-1

和田医院
046（281）

3688
田代108

さくら
クリニック
046（284）

1002
中津1814-1

八木
クリニック
046（280）

1888
半原2724-1

愛川
クリニック
046（284）

5225
中津2035-1

愛川北部
病院

046（284）
2121

角田281-1
4 16 23 2 9 30

5 28 7 14 21

6 11 4 18 25

7 17 2 9 16 23 30

8 11 20 6 13 27

9 3 23 18 10 17 24

10 1 22 9 8 15 29

11 23 3 12 5 19 26

12 23 24 3 10 17

1 21 8 7 14 28

2 4 12 11 18 25

3 21 18 4 11 25

◎厚木市休日夜間急患診療所（厚木市メジカルセンター）
　厚木市水引 1-16-45　☎ 046（297）5199
※当診療所は、厚木市・愛川町・清川村が広域で共同運営しています。

◎休日歯科診療（厚木市歯科保健センター）
　厚木市中町 1-4-1　厚木市総合福祉センター1 階
　☎ 046（224）6081
※当診療所は、厚木市・愛川町・清川村が広域で共同運営しています。

※当診療は、厚木市・愛川町・清川村が広域で共同運営しています。

◎病院群輪番制診療
　基本的に入院が必要な救急患者の診療を行います。曜日ご
とに当番病院が決まっていますので、ご確認の上受診してく
ださい。
　軽症の救急患者は、厚木市休日夜間急患診療所の受付時間外
の場合に診療を行います。
診療時間●月曜日～金曜日（午後5時〜翌日の午前9時）
　　　　　土曜日（正午〜翌日の午前9時）
　　　　　日曜日・祝日、12月29日～ 1月3日
　　　　　（午前9時〜翌日の 午前9時）
診療科目●内科系・外科系

※都合により当番医が変更になる場合がありますので、必ず電話などで確認してからお出掛けください。
※上記以外の日曜日・祝日は、下記の厚木市休日夜間急患診療所（厚木市メジカルセンター）をご利用ください。

※当診療所の診療受付時間外は、病院群輪番制診療の当番病院をご利用
　ください。

診療日 昼　間 夜　間

日曜日・祝日、
12月29日〜
1月3日

午前9時〜11時30分
午後2時〜４時30分 午後6時〜 9時30分

土曜日 午後6時〜 9時30分
月曜日〜金曜日 午後7時〜 9時30分

診療日 午　前 午　後

日曜日・祝日、
12月29日〜
1月3日

午前10時〜11時30分 午後1時〜 4時30分

診
療
日

第 1 当番病院 第 2 当番病院
病院名 所在地 電話番号 病院名

月 湘南厚木病院 厚木市温水118-1 046（223）3636

東名厚木病院
火 愛川北部病院 愛川町角田281-1 046（284）2121
水 近藤病院 厚木市東町3-3 046（221）2375
木 仁厚会病院 厚木市中町3-8-11 046（221）3330

金 東名厚木病院 厚木市船子232 046（229）1771  奇数月：仁厚会病院
偶数月：湘南厚木病院

土 森の里病院 厚木市森の里3-1-1 046（247）2121 東名厚木病院利用に当たってのお願い
●休日や夜間に開いている救急医療機関は、緊急
　性の高い方を受け入れるためのものであり、一
　般診療は行いません。
●医療機関の負担が過重になると、緊急性の高い
　方の治療の妨げとなる恐れがありますので、適
　正な利用にご理解とご協力をお願いします。

毎日午後6時から午前0時まで、夜間のお子さんの体調に関
する相談に応じています。
◎プッシュホン回線・携帯電話は☎♯ 8000
◎ダイヤル回線・IP 電話は☎ 045（722）8000

診療時間●午前 9 時〜 11時30分、午後2時〜 4 時30分 休日（昼間）の救急診療

 休日（昼間・夜間）、平日（夜間）の救急診療  平日（夜間）、土曜日、休日の救急診療

 かながわ小児救急ダイヤル

 休日の歯科救急診療

 問い合わせ◎健康推進課健康づくり班☎（内線）3342 ／消防本部☎046（285）3131
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 　乳幼児健康診査の年間予定　 問い合わせ◎健康推進課母子保健班☎（内線）3344

月
４カ月児健診 10カ月児健診 1歳6カ月児健診 3歳6カ月児健診

日 対象 日 対象 日 対象 日 対象
4 4日（火） 平成28年11月生 13日（木） 平成28年 6月生 26日（水） 平成27年 9月生 11日（火） 平成25年 9月生

5  2日（火） 平成28年12月生 11日（木） 平成28年 7月生 24日（水） 平成27年10月生  9日（火） 平成25年10月生

6 6日（火） 平成29年 1月生 8日（木） 平成28年 8月生 28日（水） 平成27年11月生 13日（火） 平成25年11月生

7 4日（火） 平成29年 2月生 13日（木） 平成28年 9月生 26日（水） 平成27年12月生 11日（火） 平成25年12月生

8 1日（火） 平成29年 3月生 10日（木） 平成28年10月生 23日（水） 平成28年 1月生 8日（火） 平成26年 1月生

9 5日（火） 平成29年 4月生 14日（木） 平成28年11月生 27日（水） 平成28年 2月生 12日（火） 平成26年 2月生

10 3日（火） 平成29年 5月生 12日（木） 平成28年12月生 25日（水） 平成28年 3月生 10日（火） 平成26年 3月生

11  7日（火） 平成29年 6月生  9日（木） 平成29年 1月生 22日（水） 平成28年 4月生 14日（火） 平成26年 4月生

12 5日（火） 平成29年 7月生 14日（木） 平成29年 2月生 22日（金） 平成28年 5月生 12日（火） 平成26年 5月生

1 16日（火） 平成29年 8月生 11日（木） 平成29年 3月生 24日（水） 平成28年 6月生  9日（火） 平成26年 6月生

2 6日（火） 平成29年 9月生 8日（木） 平成29年 4月生 28日（水） 平成28年 7月生 13日（火） 平成26年 7月生

3 6日（火） 平成29年10月生 8日（木） 平成29年 5月生 28日（水） 平成28年 8月生 13日（火） 平成26年 8月生
受
付 午後１時〜２時 午後１時〜２時 午後１時〜２時 午後0時45分〜 1時45分
持
ち
物

母子健康手帳、問診票、
歯ブラシ、タオル

母子健康手帳、問診票、当日朝の尿、
視聴覚調査票、歯ブラシ、タオル

会場●健康プラザ２階健診室
※対象となる方には健診日の前月下旬に必要書類を送付しますので、届かない方はご連絡ください。

 　歯科保健指導の年間予定　 問い合わせ◎健康推進課母子保健班☎（内線）3344

受付時間●午前9時30分〜９時55分
実施時間●午前10時〜正午
会場●健康プラザ２階健診室
内容● 歯科医師によるむし歯予防の話、栄養士による食

事・おやつの話、歯科衛生士による口
こう

腔
くう

観察・歯み
がき指導、フッ素液の配布

持ち物●母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、タオル

受付時間●2歳1カ月児：午後1時〜 1時45分
●2歳7カ月児：午後1時45分〜 2時30分

会場●健康プラザ２階健診室
内容● 歯科検診、歯科保健指導、予防処置とフッ素塗布、

身長・体重測定
持ち物●母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、タオル

日程 対象

4月27日（木） 平成28年 3月生

5月25日（木） 平成28年 4月生

6月22日（木） 平成28年 5月生

7月27日（木） 平成28年 6月生

8月24日（木） 平成28年 7月生

9月28日（木） 平成28年 8月生

10月26日（木） 平成28年 9月生

11月30日（木） 平成28年10月生

12月21日（木） 平成28年11月生

1月25日（木） 平成28年12月生

2月22日（木） 平成29年 1月生

3月22日（木） 平成29年 2月生

日程
対象

2歳1カ月児 2歳7カ月児
4月27日（木） 平成27年 3月生 平成26年 9月生

5月25日（木） 平成27年 4月生 平成26年10月生

6月22日（木） 平成27年 5月生 平成26年11月生

7月27日（木） 平成27年 6月生 平成26年12月生

8月24日（木） 平成27年 7月生 平成27年 1月生

9月28日（木） 平成27年 8月生 平成27年 2月生

10月26日（木） 平成27年 9月生 平成27年 3月生

11月30日（木） 平成27年10月生 平成27年 4月生

12月21日（木） 平成27年11月生 平成27年 5月生

1月25日（木） 平成27年12月生 平成27年 6月生

2月22日（木） 平成28年 1月生 平成27年 7月生

3月22日（木） 平成28年 2月生 平成27年 8月生

※ 対象となる方には検診日の当月上旬に必要書類を送付しますので、届かない方はご連絡ください。

 むしばいばい（むし歯予防）教室　対象●１歳１カ月児  ２歳児歯科検診　対象● 2 歳 1 カ月児、2 歳 7 カ月児

母子健康手帳、問診票、
スプーン 母子健康手帳、問診票
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子育て応援します！ 子育て支援センター「あい」

これから親になる方、
子育て中の方に役立てていただくための

「子育てヒント」を掲載しています

　子育て支援センター「あい」は、乳児から就学前までのお子さんと保護者が、自由に遊んだりおしゃべりをしたりするこ
とができる場所です。子供同士・保護者同士の交流を通して、楽しいひとときを過ごしましょう。

子育て支援センター「あい」に来ると…
●親子で楽しく遊べます（おじいちゃんやおばあちゃんも大歓迎です）
●子供もパパ・ママもお友達がつくれます
●たくさんのおもちゃがそろっています
●子育てに関するさまざまな情報が分かります
●子育ての心配事などを相談できます
●毎月のイベントや講座に参加できます

◎出産祝い金　 子育て支援課子ども福祉班☎（内線）3363
　お子さんを出産した世帯へ出産祝い金を支給します。金額は第1子が3万円、第2子が5万円、第3子以後が7万円です。
◎子育て応援赤ちゃん育児用品購入費助成　 子育て支援課子ども福祉班☎（内線）3363
　１歳未満のお子さんを対象として、町内のドラッグストアで紙おむつ、粉ミルクなどの育児用品を購入できる助成券（最大年額4万2千円）を支給します。
◎三世代同居定住支援事業　 企画政策課企画政策班☎（内線）3233
　親・子・孫からなる三世代世帯が、町内で同居するために、住宅を取得またはリフォームする場合に、その費用の一部を補助します。
◎放課後学習「あすなろ教室」　 教育委員会指導室☎（内線）3618
　小学3・4年生を対象として、学習習慣の定着を図るため、各小学校での放課後学習教室を実施しています。

応 募 方 法

締め切り日
あ て 先

町内在住の方で、１人１通に限ります。
答え・住所・氏名・年齢・電話番号と、
本紙の感想を必ずご記入の上お送りください。
4月6日（木）（郵送の場合は当日消印有効）
●はがきの場合
　〒243-0392 角田251-1 総務課広報・シティセールス班
●ファクスの場合　046（286）5021
●電子メールの場合　e-mail@town.aikawa.kanagawa.jp
正解と当選者は5月1日号でお知らせします。

今月号の広報あいかわを読んで、クイズに挑戦してください。
正解者の中から抽選で3人の方に、図書カード（1,000円分）をプレゼントします。

町の平成29年度予算は、総額238億6,100万円となりま
した。町の予算は一般会計、特別会計、水道事業会計から
成り立っていますが、このうち最も予算額が多いのはどの
会計でしょうか。

 3月１日号の答えと当選者（敬称略）　正解：❶健康寿命　当選者： 大野あみ・柳川歌子・佐藤憲司

子 育て 　  ポケット

❶ 一般会計    ❷特別会計    ❸水道事業会計

子育てサロン

子育て支援センター「あい」利用案内

ぽかぽかサロン

移動子育てサロン

土曜サロン

あい通信

子育て相談

ホッとタイム

日常的な室内の遊び場です。いろいろなおもちゃがありますので、
親子で好きな遊びを自由に楽しんでください。午前・午後の終了時
間前には、手遊びや体操、紙芝居などをみんなで楽しみます。

場　　所　健康プラザ3階
利用日時　月〜金曜日、第2・第4土曜日
　　　　　（祝日、年末年始を除く）
　　　　　午前9時〜 11時30分、午後1時30分〜 4時
対　　象　乳児から就学前までのお子さんと保護者、
　　　　　妊婦さんとご家族など（予約は不要です）

毎月第4月曜日の午後に開催している、発達に心配のあるお子さん
を対象とした少人数の遊び場です。事前の予約が必要です。ぽか
ぽかサロン開催中は、予約の方以外の利用はできません。

公民館で開催する子育てサロンです。お住まいの地域に関係なく
参加いただけます。
場所　毎月第1・第3火曜日　レディースプラザ2階
　　　毎月第1・第3木曜日　ラビンプラザ2階
時間　午前9時30分〜 11時30分

毎月第2・第4土曜日は「土曜サロン」として子育て支援センターを開
所しています。
お父さんを対象に、子育てに関する講座や、おもちゃ作りの工作教
室などを行う「おとうさんのための講座」を年6回開催します。

子育て支援センター「あい」の機関紙「あい通信」を毎月発行してい
ます。その月の予定や活動内容、子育てコラムなどを掲載していま
す。町ホームページでもご覧いただけます。

育児の悩み、困り事、心配事などをスタッフがお聞きします。お気
軽にお声掛けください。
時間　午前9時〜午後5時（土曜日は午前9時〜午後4時）

月1回、午前中に開催するイベントです。体操、コンサートなどを親
子で楽しみましょう。子育てに関する講座や、育児の勉強会、エア
ロビクスなどの保護者のリフレッシュも行います。

子育て支援センター（健康プラザ 3階）

☎046（285）8345
やさしいこ

ご利用ください！ 町の子育て応援事業

問い合わせ
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　2月15日、駅伝競走の全国大会に出場した山梨学院高
等学校3年の吉川敦史さん（角田）に、奨励金を交付しま
した。
　吉川さんが所属する山梨学院高等学校は、昨年の12
月25日に京都市で開催された「男子第67回全国高等学
校駅伝競走大会」に山梨県代表として出場し、13位の成
績を収めました。
　2月12日 に 開 催
された第71回市町
村対抗「かながわ
駅伝」競争大会で
は愛川町チームの
一員として第2区を
力走。4年ぶり7回
目の町村の部優勝
に貢献しました。

　土砂災害防止に関する理解や関心を深めるために、国
土交通省が全国の小・中学生から募集した「平成28年度
土砂災害防止に関する絵画・作文」で、町内から2人の作
品が入賞しました。
作文（小学生）の部　優秀賞（国土交通事務次官賞）
半原小学校6年　友景俊輔君
絵画（小学生）の部　神奈川県治水砂防協会長賞
中津小学校6年　星 碧衣さん

　2月7日、小野澤町長が厚木警察署（大宮秀之署長）を
訪問し、服装や装備品などを点検する通常点検の視閲
を行うとともに、犯罪の未然防止や交通事故防止対策な
ど、安全安心なまちづくりに貢献していただいている厚
木警察署署員の皆さんに敬意を表して、署内道場にて講
演を行いました。
　講演で小野澤町長は、「愛川町民皆さんの安全安心の
ため、昼夜を問わずご尽力いただいている署員の皆さん
に心からお礼を申し上げます。通常点検では皆さんの規
律正しい姿を拝見し、大変心強く感じました」と署員の
皆さんに感謝するとともに、「厚木署の指針である『明る
く元気よく　素直に』を旨に、命をいただき、生かされて
いることに感謝し
な がら、心も体も
健 康 で、何 事 にも
本気で気合を入れ
て頑張っていきま
しょう」と激励の言
葉を贈りました。

　2月22日、在日ドミニカ共和国大使館のエクトル・パウ
リーノ・ドミンゲス・ロドリゲス特命全権大使と、在東京ド
ミニカ共和国総領事館のカルロス・セペーダ総領事が町
役場を訪れ、小野澤町長を表敬訪問しました。
　今回の訪問の目的は、ドミニカ共和国籍の方が日本で
最も多く本町に在住されていることから、町への感謝と
町との友好を深めるために来町されたものです。
　今回の訪問についてドミンゲス閣下は、「愛川町には多
くのドミニカ共和国の人たちが住んでいるので、以前か
ら訪れたいと思っていました。今回の訪問を契機に、ドミ
ニカ共和国と愛川町の皆さんとの交流をさらに深めたい
と考えています」と話されました。

スポーツ全国大会等出場奨励金を交付

土砂災害防止に関する絵画・作文
事務次官賞、神奈川県治水砂防協会長賞を受賞

小野澤町長が視閲と講演
厚木警察署招集日訓示教養

ドミニカ共和国のドミンゲス特命全権大使、
セペーダ総領事が小野澤町長を表敬訪問

かながわ駅伝でたすきを受け取る吉川さん（右）

友景俊輔君 星　碧衣さん

小野澤町長、ドミンゲス閣下、セペーダ総領事

通常点検の視閲を行う小野澤町長



愛川にぎわいマルシェ／住民課休日窓口／当番医：愛川北部病院
消費生活相談
４カ月児健康診査

消費生活相談
法律相談
住民課休日窓口
当番医：愛川北部病院
消費生活相談
３歳６カ月児健康診査
司法書士法律相談
10 カ月児健康診査／行政書士相談／消費生活相談
人権・行政こまりごと相談

当番医：関根医院

半僧坊春の大祭／消費生活相談

法律相談／消費生活相談

当番医：愛川クリニック
すくすく親子健康相談・ヘルスあっぷ相談／消費生活相談

１歳６カ月児健康診査／交通事故相談
むしばいばい教室／２歳児歯科検診／不動産相談／消費生活相談

あいかわ公園つつじまつり／休日納税・相談窓口
休日納税・相談窓口／当番医：愛川北部病院

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

第15回
あいかわ公園つつじまつり

4 月 29 日（土・祝）
午前 10 時～午後 3 時
会場：県立あいかわ公園
　約 40 種 4 万 4 千本のツツジが見
頃を迎える県立あいかわ公園で、「第
15 回あいかわ公園つつじまつり」を
開催します。
　愛川ブランドや地元産品の販売をは
じめ、組みひもや和紙細工などの各
種体験教室、ステージイベントなど、
さまざまな催しが行われます。当日は
宮ヶ瀬ダムの観光放流も実施されるほ
か、公園内にある郷土資料館、工芸
工房村、パークセンターなどの施設も
開館しています。
　春の一日、楽しいイベントとあいか
わ公園の広大な自然を、ご家族そろっ
てお楽しみください。

商工観光課観光振興班
　☎（内線）3523

編集・発行 / 愛川町総務部総務課 
〒 243-0392 神奈川県愛甲郡愛川町角田 251-1 
☎ 046（285）2111（代）FAX 046（286）5021
HP 愛川町 検索

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

あいかわカレンダー／平成29 年

3 月 1 日現在の人口と世帯 （　）内は前月比 ※住民基本台帳登載人口・世帯数◎人口 40,940 人（−22）：男 21,367人（−19）　女19,573 人（−3）　◎世帯数 17,791世帯（14）

今月の日曜・
祝日当番医

2 日
愛川北部病院
☎ 046（284）2121

9 日
愛川北部病院
☎ 046（284）2121

16 日
関根医院
☎ 046（286）5431

23 日
愛川クリニック
☎ 046（284）5225

30 日
愛川北部病院
☎ 046（284）2121

休日（昼間・夜間）、
平日（夜間）の救急診療
厚木市休日夜間
急患診療所

（厚木市メジカルセンター）
☎ 046（297）5199

［ 診 療 時 間 ］
午前9時～11時30分
午後２時～４時30分

※都合により変更する場合があ
　りますので、電話で確認してか
　らお出掛けください。
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みどり ゆとり 協働のまち愛川ひかり




